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は じめ に

本市は古 くか ら文化の栄えた地 であ |、 わが国

の文化・歴史の理解に欠 くことので きない文化財

が豊富に残 されてか ります。 これ らの貴重 な文化

財は近年の急速 な都 市化に よって開発 と破壊の危

険 にさらされなが らも今 なかその姿をとどめてか

ります。 この貴重 な文化遺産 を永 ぐ保存 し、後世

に伝えることはわた した ちに課せ られた責務であ

りなす。

この 主うなことか ら、本市は昭和 44年 10月

に文化財保護条夕よを制定 し、その保存 ・保護につ

とめてか りますが、その一壌 と して、昭和 47年

度 より建造物 1件 (昭和 47年度 )、 古文書 3件 、

民俗資料 1件 (昭和 48年度 )を 市指定文化財に

指定 し、その保存につ とめてない うま した。 さら

に本年度は美術工芸、建造物 、天然記念物等の各

部門において基本調査 を実施 し、その資料化 を図

ってか うます。また、今年度は待望の仮称理蔵文

化財調査セ ンターの新築工事が着工され昭和 50

年 9月 末 に完成予定であ ります。

この文化財年報は、昭和 49年度に実施 した各

調査の概略 をま とめた ものです。今後 の文化財保

護の指針 として活用いただければ幸い と存 じます。

なか、この文化財年報 の刊行 にあた り、ご協力

をいただいたかたがたに厚 くか礼申 しあげます。

昭和 50年 3月

高槻市教育委員会

社会教育課長 橋長  勉
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文 化 財 の 調 査

1,建 造 物

所 在 地  高槻頭清福寺町

名   称  清福寺太子堂

清福寺は旧芥川村に所民し,阿久刀神社の東南i芥川の

流れに近く位置した農村集落であつた。この近年rrかける

農地の宅地化によつて新築の住宅群で周辺が埋められ,か

つ ての景観は大さく変化している。旧集落のはほ中心に位

置を占めて観音堂 (公民館 )が建ち,それに接して小広場

がある。この広場の奥に東面して小さな仏堂がひつそりと

たつてt/hる 。

この小堂が今回の調査の対象である太子堂である。規模

は一辺が約 2.35確の正方形平面で,柱間は正面 I間 !他

の三辺は 2間 ,正面にのみ両開き双例棧唐戸を装置した戸

口をそなえ,南側面東寄に内開き板戸をそなえる他は,南 ・

西・北三面は土壁で閉ざしている。柱は面取角柱で石土台

上にたち,地長押を四方になわし,正面をのぞく三面に内

法長押をまわす。正面では柱間中間をつないで虹梁仕立の

指鴨居を通している。その下端Ft軸穴を穿ち桟唐戸軸上部

を取付け、戸軸下部は藁座でうけている。各柱頂部を繰形

絵様木鼻をもつ頭貫てとすび,柱天に出三斗を組み瓦桁を

支える。軒は■重繁垂木て、隅で強く反り上げている。屋

根は本瓦葺・宝形造りで,頂部に露盤を据え,宝珠棟飾り

を置く。隅り棟の先端を鬼瓦で飾るが,その側面に「文化

九稔 」 の刻銘が読みとれる。

堂内は板敷て奥に寄せて奥行 o.磁の仏坦をつくる。左

右脇壁の仏坦前縁位置で壁に沿つて柱をたちらげ,柱天 /C

出三斗組をすえ,実肘木で天丼塚を支える。さらに,虹梁

をこの側柱間VCか けわたし,梁中間rc平三斗を組み天丼緑

の中間支点をつくり,軒快間のB登 を板壁につくり,仏坦

の内外を仕切つている。仏週前面の外革は悼縁天丼につく

る。仏握後壁中央に花頭口をかまえ,その奥,堂背壁より

後方へ突出して釣仏垣をつくり,そ こに春日厨子を安置 し

ている。厨子内部には望徳太子少年像 (本影・彩色 )が奉

安されている。

さて,こ の太子堂の造立由結や年代につぬてはこれまで

世間に紹介されることがなかつた。今回の調査で入手した

資料とらわせて紹介してかきたい。清福寺集落は江戸時代

にないて村びとたちが大工職人技術者の集国からなり,い

わゆる大工村であったことを伝えている。畿内かよび近江

の六ケ国の大工・柚・木純職人は幕府京都御大二頭中井氏

の支配に民し,御所・幕府関係の建築作事に国役として奉

仕する義務を課せられ,その居住する地域毎に大工組が編

成されていた。大阪府北部と兵庫県東部の大工職人は摂州

十組人工として組織されて(ハ たか,そ の 1粗 l‐I清福寺組 ,

福井組・小野原組・岸部紅・池田組・勝部組・伊丹組・昆

陽組・鴻池組 。小浜組からなり,高槻市でlrl清福寺組が十

組のうちの一組てあつた。清福寺組に関する古記録は今日

まで摂州十組関係資料に散見するだけに止まり,その実情

を知ることはむづかしt/h。 今回の清福寺町の古集落がかっ

ての清福寺組大工たちの本拠であつたことを立証する資料

は現在まで知られてらなかつた。今回の調査にないて清福

寺太子堂の造立由緒と年代を知る資料として同堂棟札が現

存していることが判明した。即ち,同 地居住の寺田鎮造氏

が保管されており,か つて堂屋根を修理されたときに屋狼

裏より取出されたもので,維 0,721″ ,巾 0・ 20972,厚009

カ,鏑 つきの大きさをもち,そ の表と裏二面にわたつて銘

文を墨書している。棟札に記された内容は,ま ず「表」面

では天下泰平・五殻成就・城主長久・村内繁昌のために,

聖徳太子を納めたてまつる堂を造立すること,そ して明和

二年 (1765)酉十一月十五日に上棟したことを明らかlrc

す る。 (誰 )次に造立関係者として世話人六左衛問を筆

頭に「大工棟梁村中 」18名,「 村惣大工 」5名 ,「 大エ

者中」5名 を上段 2列 に記し,下段 2列に「付百姓中」20

名の名前を列挙している。また,「 裏」面では造立の通旨

として,芥川村清福寺五社明神境内に往古より小社の跡に,

司間四面の太子堂を比度造立したことを記し,寺社御奉行

(2),芥川村庄屋 (2),大工組頭 (1)と 年寄 (3)
そして清福寺年行司(2)を 四段に分けて名前を列挙して

いる。この文面から知られることは,寺本氏の話では堂が

現在たつている位置は当初からではなくて,後世に移動さ

れて必ると弥うことを裏づけてかり,五社明神社は今日で

ltI阿久刀神社境内に合犯されてか ,現存していな勢が,I日

地は集落の西端tC所在して弥たので,そ の境内の小社跡に

造立された太子堂は現在地へ後世rc移動されていることが

知られる。太子堂の造立施主は大工職人と村百姓の面者か

ら構成されるが,大工たちの連名が上段に記されているこ

とは施産の主体が大工たちであつたろう。そして大工の人

数が 29名で村百姓人数 20名 を上回わつていることも異

例である。なか,こ れらの人たちは広く芥川村に居住して

あたことはたしかであるが,清福寺集落に限定してよいか

どうか疑間がもたれる。芥川村民てあっても村百姓の場合

は 20名 という数はすくならようで,一部の賛同者にかぎ

られたのであろう。しかし,大二人数の場合は当時の農村

一般例では多人数であり,村内に大工集団が存在したこと

を明白に物語つている。これらの大工職人たちは惣大工と



呼ばれる指導者と平均的な大工棟梁たち1そ してそれ以下

の若者たちのグループrC分れていた。しかし,大工組の組

織にないては組頭と年寄からなる役職者がかり,組頭は惣

大工のうちから,年寄は大工棟梁のうちから選出され徹ち。

次に,大工職人と聖徳太子の関係について付言すると,

型徳太子は大工職人にとつてその業種の始源神VCち がめら

れた存在てあり,大工仕事の繁栄を祈願し,職人たちの結

束を固める象徴的存在として信仰されていた。京都市中の

大工二十組仲間では毎年 2月 と8月 の 22日 の両度に定例

寄合が開催され,惣組の総会と費用勘定が行われてかり,

この寄合 を太子 講 と呼んでいた。寄合 内容では既 に

変質したものになっているが、寄合の名称・定例開催 日

を太子の砲息日または月忌 Bにあてているところに,寄合

の発生が大工仲間の太子信仰にもとづいたものてあつたこ

とを思わせる。このような京都大工組にかける太子信仰の

変質と形骸化に比較するとi清福寺組では太子のための堂

が造立されてかり,その組仲間による太子信仰は持続され,

一層強化されていると言える。これは京都のような都雨を

職域とする大工たちと農村や宿場を職域とする清福寺組の

大工たちの条件の相違がその組織の面に大きく影響してい

ることを示している。

大工組の組織は幕府の消滅によつて解体され,近代とく

に戦後の変革の進行は都雨近郊農村を大きく変貌させた。

清福寺集落もまた例外ではなく,か つての集落の歴史は人

の々記憶のなかではるかに遠い存在になつてしなつた。そ

の由繕や歴史は見失われているが,集落のなかに太子堂は

なかその姿をとどめており,毎年の太子の正忌日v~は供養

が住民によつて持続されている事実に注目したい。

(註 )伊 丹市鴻池居住の松原久一貞B氏斬蔵文書のうち,

明和 2年 3月 17日 の覚書に,同 日清福寺大工組 頭々と年

寄が清福寺村に一問四面の太子堂建立のために,振津七組

大工象申へ奉れ寄進を依頼のために鴻池組 頭々を訪問した

記事がみえi堂造立経費の調達砿村内だけでなく,広 く操

津国の大工組 に々も募金したことが知られる。

所 在 地  高槻耳西面

名   称  正徳寺 (真宗西本願寺派 )

旧西面村集落のほほ中央に所在する。寺蔵「費雲山聖徳

寺累代系語 」によると,当寺は行基の開基と伝え,の ち高

野山末寺に瞑し真言宗寺院てあつた。室町時代の長享頃

(1487～89)に 当時の住持士:蓮如上人に帰依し,明応 6

年 (1497)7月 18日 に蓮如が当地を訪れた折に,六字

の名号を本fか らしたた,て 佳持了専 Vc‐ 与えた。その後永

正8年 (1596)3月 9Eに 兵如上人か r′ ′,(宇 名号をさず

かり,そ /t以後は真宗に帰入し道場に転したと言う。江戸

時代の寛文6年 (1666)2月 lrc従 来の山号を廃 tフ ,寺名

も正徳寺に改称さ胸,今 ilに いたつている。

境内には表門 。本堂 陣喪・太鼓楼が存在するが,庫裏

が改築された機会に本堂の修理を予定されていて,本堂の

調査をIF教育委員会へ依頼されたので,今回の調査を実施

した。本堂は元隷 14年 (1701)に 旧堂を改築したもの

であり,その事情を記した祈藤札かのこされて硲るとのこ

とてあつたが,所在不明のため今回は調査でさなかつた。

本堂規模は桁行 9間,梁行 6問 ,妻入り屋根茅葺 (ト タ

ン板で覆う)入母屋造り,四方に本瓦葺の下屋庇をまわし

てみる。正面 1間通りを柱間吹き放しの広縁 (枠縁天丼 )

とし,両側面に雨縁をそなえ,正・側三面に縁柱をたてて

いる。正面中央に昇降階をそなえるが,向拝をつくらない。

堂内は正面5間 ,奥行 5闘を外陣とし,そのうち,両側

より1間内へ入込んだ位置に桁行方向にたつ柱列と小壁で

中央間と左右脇間の三室に仕切られる。外陣の正面と両側

の三方縁境は 1間毎【柱がたち,各柱間とも2枚のガラス

障子に変つているが,当初は板戸てあつたという。外陣中

央間の奥正面に内陣がつくられ,内外陣境の柱間 3間はと

もに上部に彩色付彫刻欄間,その下方に双折唐戸障子を装

置する。外陣左右賜間の奥は余FHRに つくられるが,こ の余

間と外陣の境仕切の位置は内障と外障中央間の境仕切位置

よう間半分後退し― 。この境仕切の喰違いは内陣を後世

に前方へ間半分拡張したことによる。内陣は正面 3間1奥

行2間半で床な拭板敷て外障よリー段高等上段間となり,

棒縁天丼に仕上げる。内陣中央後方に寄せて来迎柱が建ち1

その前面に須弥壇を据え,宮殿厨子を安置し,本尊阿弥陀

如来 (木像 )を i・Eる 。来迎壁の背後,内陣背函側柱間中央

:間は現在2枚の引達障子立になつてめるが,当初にな板

登て閉ざされていた。この背面戸回の左右各 1間は脇仏坦

につくる。この賜仏坦も後世の改変l‐ なるもので,来迎柱

にのこる仕回痕から推定すると,来迎柱の位置まで脇仏坦

か進出し,ま た左右urA坦 とならんて来迎柱間の中央間も

ま之奥行間半の仏退につくられていたらしい。現状になけ

る須弥壇は後補のものであり,須弥壇を新造して,本尊仏

を安置するような変更が後世に行われて坂状が出現したこ

とが判明する。内陣の外障への拡張も同時の変更で,須弥

壇を据えつけたことで,須弥壇前方のスペースを拡張する

ことが必要になつたためてあろう。内陣左右の両余間のう

ち,北余間は落間,葡余間は内陣と同じ床高をそろえ,い

ずれも,小壁・三本濤建具て間仕切られる。南余間は現状

ては背壁に脇仏垣をそなえるが,こ の背壁・脇仏坦ともに

接世に変更されたもので,当 初rl内陣の背面側柱通り1/r‐ そ

ろ t
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主通 りにそ

ろえて間仕切建具かたち,大畳数の座敷であつた。この旧

六畳の南につついて六畳座敷があり,こ の両六畳をあわせ

てかつて書院と呼んていた。

当本堂は元藤 14年に造立され,今 日までの間に内陣ま

わ りか改造されたが,外観・内部 ともに古い形式をとどめ

てか り,農村集落内に立地 して,真宗寺院の本堂化する以

前の道場形式を良 くのこしているものとして注目される。

また,近世になける 3間梁の規制をうけた寺院本堂のとる

べき姿として,梁行 3間の身舎を中核 とし四方に 1間半の

瓦葺 下屋碇 (当時の仕様では「 しころ庇 」と呼んでいる )

をつけ足して構成される堂形式を当本堂の外観 rC良 くのこ

している。なか,内障須弥壇上方四隅の天丼縁に滑車がつ

けられてか り,洪水の際に浸水の彼害から本尊仏を守るた

め,須弥壇とも上方へ引揚げるための装置であると伝えて

いる。周 ||に 近 く, しばしば洪水に襲われた経験から生れ

た水難除けの工夫が うかがえ興味深い。

表門は薬医門形式で,本棟 と降棟の各鬼瓦の刻銘に「宝

暦四戌六月上旬,瓦師西五百住村源兵衛 」とあり,宝暦 4

年 (1754)の 造立と考えられ,本堂より約半世紀か くれ

る。

本堂内陣の協仏週 に安置されている親鶯二人画像は裏面

に「釈良如 ,正保二蜘函九月,猥洲嶋上部西面tB惣道場 ,

本願寺真鸞上人御影 」と記される。また,南余間の仏週 lr_

安置される蓮如上人画像は同様に裏面に「蓮如上 代真影 ,

釈良如 (花押 ),慶安四若売
十二月二六日,摂津国嶋上部

西面村正徳寺 」と記入されるが,こ の墨書部分は表装を改

めたときに切貼 りされてぬる。

2.美術工芸

所 在 地  高槻市大字杉生

所 有 者  高槻雨大字杉生  抄楽寺

名   称  木造十一面観音立像 一襲

像   高  1.297胞

概   要

頭上に十一面 (う ち 6面欠失 )をつけ,左手屈管 して持

物 (欠失 )を 執 り,右手垂下,條鳥を懸け,裳をつけて立

つ十一面観音の立像てある。彫 りが浅 く,穏やかな表現を

みせているところから,藤原時代末期 12世紀の作 とみち

れる。作風は当時の中央作すなわち京都風に近いが1丹波

地方に多ヤヽ聾原彫刻と一一隊通するものが感じられ,本寺が

亀岡と境を接する高槻市σ,最北辺に位置している点からも

このことが首青さ
'■

る。

とノキ材寄木造て,内割,添籍を施こす。構造は頭体を

1材て造 つて,二道下で上下に割 り郷 ぎ.頭部は耳後ろr

位置で前後VC割 り矧ぎ,後頭部tt‐ 小補材 1を 加える。体部

の背面は,左右 2材 を寄せ,左付伺 。肘・手首,右は肩・

手首でそれぞれ幻|ぎ ,右肩外に,ユ 小 3材を寄せる。

保存状況は,左肘より先,右月うヽ二,左裾外側部,両足先

(足柄を含む )な どが後補で,現 1代 は全般に矧目が弛み,

一部は解体状況にある。明治 29年 の山崩れで,堂宇と共

に破損し,その後修理を行つていないという。

所 在 地  高槻TF大字田能

所 有 者  高槻雨大字田能  神宮寺

名   称  木造大日如来坐像  ―躯

像   高  0,965″

概   要

神宮寺は現在廃滅の状況にあるが,像は本堂 (廃屋 )の

横手の堂に安置されている。螺誓i腹前で定印を結ボ胎蔵

界の大日如来坐像で,寄木造内割,彫眼)添箔,作風はや

や硬いが,藤原時代末期 ,2世紀の作とみられる。

構造は,頭体前後 2材を耳後ろの位置で矧ぎ,三道下で

上下に割り矧ぎ,腰脇に三角材を寄せる。肩・肘 。手首で

矧ぎ,両足部は横木 1材,裳先を別に寄せる。

昭和 85年に全面修理を施としているので保存状況はよ

い。本体は両手首先 ,裳先部分よιド宝誓一部・天冠台正面・

白宅・冠帯などいずれも後補。下腹部から地付【及び前面

材新補。光背・台坐後補。

(神宮寺は近く現在の位置から少し南へ新築移転される

予定である )

所 在 地  高槻市霊仙寺

所 有 者  高槻而霊仙寺  霊仙寺

名   称  木造毘沙調天立/al(本堂安置 )1理

像   高  (醤頂一吊鬼 ) 1.188躍

左手に宝塔を捧ゞ ,古手に戟を執り,邪 鬼を踏む半等身

大の毘沙門天像て,寄木造内考1,彫眼,温和な風貌をそな

え,正統属する彩色像て,錬倉時代後期の作とみられる。

構造はかなり細かい本寄せにより,本体は,頭体の前面

を 1材で造り,首て割仰矧ぎ,後頭部と体部背面とに各別

材を当て,両足は前養 2材て造つて体部へ差し込む。両肩、

両手首で矧き,懸 .夢右端など小矧本が多い。邪鬼iま 通例

のょうに内奪」がなく,頭体と右脚の大部分を含めて ,材て

彰成,小片 5材 を寄せる。

保存状況は,本体の右鶴部外側,両天衣遊離蔀名邪鬼の

左肩先、左膝先,右盤部外側かよび台座のすべてが後補て

‐■るが,全般l~当初部分本よく遺つている。矧目はにとん

ど弛み,瓦解f'怖れと:す るので緊急κ修理を要Ⅲるc

」



3.古 文 書
所 在 地  高槻市西真上 】丁目11-:3

所 有 者  中村隼造

中世末期の史料で内容は「摂津国真上村田地注文」異本

の写本である。 (江戸初期の写本 )

4.天然記念物
原峠に露由する化石層

所 在 地  高槻雨原

概   要

枚方亀岡線パス道路を北上し,東側に安岡寺 4丁目1西

側rC松 ケ丘団地住宅のはずれが原峠で,市バス律留所があ

る。この峠のバス道路面は海抜 120切 である。北方は下

り坂となり、右折し東条を経て田能,亀岡市に通ずる要路

となり1東側は安飼寺 4丁目の住宅地に入り,西側の下り

坂道は西北に曲つて原下条橋及び摂津峡大橋に通ずる。こ

の峠の東北部の山地 と,その西側には道路沿いに,造成で

削られた地層がはつきり露出して見られる。この地層は高

複簾層と命名されたが,京大の上治寅次郎博士は未だ調査

研究が不充分であるとぬわれて弥る。茨木TFの大阪層群下

部に当る茨木層に対比するところがある。其れは海棲貝化

石の出上から見られる。又,わず力では易 が植物化石から

■1域の城腸礫層,乙訓層【れwィ ぃる処 もある。 (第 1表 )

永ぬ年弓の間に,各地層rcつ 弥ては先入学徒の研究に曲

る業積により,各 自命名されているので甚だ複雑である。

将来の研究のために充分でないが,滝川水系水域の西部を

中心として丘陵地帯の更新世一鮮新趣てみる地層の対比表

を参考■示すと次の如くてある。 (第 2表 )

との地瑠0み るところ,古 くよう人類の住む処となり生

活の場所とし栄えた。南面して眺望よく,続 く平地には淀

川水系が流れて魚貝類の漁熟は多 く,地殊豊かで平地l‐■農

緋文化が栄えた。従つて平地より丘陵地帯までは遺跡地が

多い理由てある。

わずかな日数の調査であるが,原峠の化石層の出土化石

は次の如くである。

1. Scutua scaPha(GEMLIN)=Sc,tus sin一

ensis(BLAXNVILLE)オ トメガサ

Phaiadidea(Penitclla)Pemita(C ON―

RAD  カモ メガイ

GastrO chaena grandis(DE SfIAYE S)

コノツガィ (棲管 )?

Ostrca(crasso strea)gigaS THコ 頌BE一

RGマ ガキ

5 09trea(Ⅲ rassostrea)nippona SEKI

イフガキ

6  0strea(crassOstrea)vi vlll ar i s(CO一

LILD)ス ミノエガキ

7  Anamia lischbei DAUTZENBERC et

FISCHER ナミフガンフ

8  Aad ara(Tegillarca)granOsa bisene一

nisis SCHENCK et REINHARTハ ィガィ

9 Bitlium craticulatum COULD タシカニ

モ リ

10 TOnua perdix(LINNttLIS)ウ ズラガィ

等二枚貝 8種 1巻貝 2種 1何れも現生種の海棲種で,沿岩

礁性及び砂泥底性のものである。

,I  Pterocarya rhaifOlia SIEBOLD et

ZUCCttINI サフク・ルミ

12 Acer Palmatum THLINB EROカ エデ (葉 )

13 Zelkova Cingeri KOVATS エレバケヤキ

(葉 )

14  Palicirus nipPonicus AfiKI コクセキ

″ヽマナツメ (枝・棘 )

,5 Rosa akashiensisふ IIKI アカシサンセヨ

バラ (茎・根 )

16  Scheffer a(Agalma)Fasci ata lIIKI

アカンタカノキ (莱 )

,7  Pin■ s densiflora SIEBOLD et Zェ C一

CARINI アカマツ (材片 )

植物に於ては現生種 3種 と絶滅種 3種を認めた。今後の

努力により,ま すます増加するものと信する。今猶続けて

調査研究中である。

昭和 41年 8写 20日 ,原峠の切 り下げ工事の時,現場

附近の宅地造成附近で,児島武FIJttVCよ り, フニ脊繕骨

IB個,肋骨片 20数個の化石が 12元
2内

の粘土層から発

見され, 1頭 分つ ものとみられるが,大阪市自然科学樽物

館て,復元,研究されている。

高襖簾層の化石は1日 山城湖の湖沼堆積物であると思われ

ているが,古生層上に広 く分布する礫層で,最高 2600η

まで達する。フニが出上した地月は第二紀 i鮮新世上部 ,

大阪層群の第一海成粘上層である。 (第 3表 )

原峠の化石含有層は枚方一亀岡線のバス街道の要路面VC

あつて,=見して見 られる。京都府が天然記念物として指

定した黄棄山山襲の状況に比し,本市のものは市民の認め

やすい位置にある。

道鵜町淀サ|1河川敷のヨン

所 在 地  高槻雨道鵜町

概
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下         ~

概   要

市内のクドノ(道鵜 〕町淀川北岸の河川敷にヨン類の群

生が上牧町まで続いて荘大な景観てある。住時は西国街道

から道鵜 (鵜殿 )。 上牧の間のヨン原を通つて,対岸の枚

方へ渡る渡舟があつて,交通の重要な要路であつた。今は

僅かに道標が残つているにすぎない。淀川堤防の改修工事

が完成したため,遠方の山城・巨椋方面の被害がなくなつ

たが,河底は次第に低 くなつた。故に河原のヨン原が浸水

することも年に数回というようになつた。提防外からはコ

ンクリートの水路を通つて淀川に注ざ込むだけである。雨

期出水時増水でヨン原が浸かる時は,水路を通つて淀川の

水が兵防外に流れ込み,魚類等は年何回か往き来が出来る

のである。

この河川敷,即ち河昼のヨン類群生地のヨンの種類は第

1表の如くである。

ヨン類 3種共多年生植物で,そ のうちツルヨンは荒地の

砂礫地を好み,川 の上流地に多く,時に山間の砂礫地にも

自生する。ヨン及びクドノノヨンは下流の肥沃地に自生す

る。ヨンが優位で, クドノノヨンは其の周辺の水際に多 t/h。

ヨン類中最も審が大 く,地上茎の辞rC技 を生ずるが,他の

ヨン類には出来ない。ヨン・クドノノヨンは地下茎【旬旬

技を生するが, ヨンは浅 く, クドノノヨンは深い。分布上

からみて,暖地性のものが,冬期に寒い本州中南部まで分

布できる理由は地下茎が深く,越冬しやすいことが原因で

ある。地下茎の浅いヨンが繁殖すると,こ れより優位とな

るから〕クドノノヨィは自生地域も狭 く比較的周辺に多仏。

ヨン類の再は髄が中空になつて竹と同じようになり,蔑紙

を生ずる。ヨン・クドノノヨンの地上茎の容は直立し,当

地では 4″近 くに達する。

ヨン類の業は葉柄が葉輸となつて祷を包み,葉片が左右

に出る。秤に対する案片 (葉身 )の角度は次の第 2表に示

すが如 く異るから,其 の姿て3者 を滝単に区別することか

出来る。                    蒻

ヨン類ではないが1ヨ ンタケはクドノノヨンよう窪大で,

稗は柔かく,葉は黄緑色の水辺を好む植物て,共に暖地性

てある。地上茎には枝を生ず.又, ススキ類Miscanth―

usに属するオギヨン即ちオギは,稗が極めて細いが,そ

の表面に光沢があつて硬いЬ共に稗の髄は充実して, ヨン

類の如く中空にならない。ヨン類と類似種の形態比較を示

すと第 2表の如くであるから,詳細に比較されたい。

植物体の中軸となつて勢る部分を普通茎 stemと称す

るが,其れには革本茎 stalkと 木本茎 steぬ とがある。

普通革質のもT,を 茎i木質のものを幹という。これに節

ton,ス sが あつて,節 と節の間を即ち節間 internOde

とい う。普通中空であるものを特別に得 c,lmas(halm)
と名づける。 この茎の内部の脈管束 (維管束 )n,sruJ一

ar bけ nd l e trr囲 まれた組織 を髄 hi thと 称せられる。

多くの場合比較的大形な柔組織細胞 Paren chyぬ a

cel19か らできている。時に石細胞 stOne cells,

繊維細胞 fibreと 称する特種な有膜細胞を混 じて髄層維

管束 medullary layer vascular bundle,

樹指濤 resins perforationを 有することもある。

祷の若い時代.細胞中に殿粉粒,椿類等の貯蔵組織 となり,

サ トワキどSacchar,m oFficinar■ m LINNEA一

US, サ トクモロコンAndropogon Sorghは m BRO一

■ var saccharat,s KOERN等 の摘分は大部分

この髄細胞中にある。故lrr祷の若い時代は柔いから,カ ィ

ガラムン (介設虫 )科 Coccidaeの Eriococcds,
Aste rolecanniiュ m Aclerda,(lhiOnasp i3

spp等 ,或はキジラミ(木 姦 )科 Psyllidae,コ ナジ

ラミ(粉 丞 )Aleyrodidae等 の害虫が発生すると書

の成長を阻害 して不良となる。従つ 〔生に述べる要紙にも

影響 し,叉得材も汚れて洗膝が必要とななっ現在高槻市の

カヤに広悪質のカィガラムンが葉輪 lear tも .ath中
に発生してらるが,薬剤では効力なく, これti↑ するた

めにも,当分は冬季の原焼は必要で中止するこt ikて きな

い。茎存が老成するに伴い細胞は自然 lt~崩 潰する。 キヴ

PauiOwnia tomentosa STEVEDELの 女鳳くえ吉

途中に一部空隙を生し,ユ ズ リハ Daphniphyll■ m
ltxlac r o P Od i umぶ IIQUELの 如 く階段状の議の生する

ものもあるが,ヨ ン類,タ ク類ては全 く空洞化する。髄租

織の中でカミヤツデTetr 2,Anax ,apyriFerlミぬ

K,KOCHは 巨大な白色均―の髄を牛 1ウ ,透革祇 11て
～

紙造花,水中花或は昆虫標本用針台,飾 り盆に使用されて

いる。ニフ ト,Samも ,cls SIEBOLDXだ 〈Aの髄は顕

微饒に用いる植物組織の切片用料に使用する。その他ヤツ

デ Patsia ,apOnica DECAISNE ct PLAN一

CHON,タ ラノキAralia elata SE蜘 ヽ ハ コ

ネクッギIVeigelagrandiriora FORTUN己 アカ

ザChenOpodivm centrorubrljttt NAKAI,キ ク

イモHelianthus fube r Osus LINNIEUS等

が使用される。ギマダキKcrria jと PPOniCa A,P
DECメЫ DOLLEの髄は山次鉄砲,酒中花,水中化に用い

,

イ (ト タシンツク )」 1,ncas deciPiens酌低 AI

は燈′心用として古来よう広 く使用されている。その他製紙

の起源として考えられるカミガヤツリcyperus papy一
r■ s LINNAEUSの髄は縦検に重ね,注水後,圧鉾乾操

し,こ れを′ヾピルス紺と称 して使用する。



ヨン類, タケ類の髄は審発育の途中破壊 して中空となる

が,改壊 した髄細胞は稗の内陸周辺に彼膜状に残存する。

これをヨン類の稗か ら採取したものを護紙と称 して管楽器

ンョク(笙 ),ヒ チ リキ (隼 集 )の響回の蔵舌に響紙とし

て貼る。 ヨンは全国各地に広 く分布自生するが,高槻下の

淀川西岸産の ものは最良とされ,宮内庁雅楽部用として用

いられ,古来 より秘事とされた ものてある。それは最 も柔

かい音響を出す と共に強さからると思われる。

ンチクB ambiス sa Stemostachya HACKEL,ハ チ

クSinoarundinara nigra OIWl var,■ en一

〇nis RONDAか ら採る竹紙は明笛用とされる。台湾の

ケイチクPhyllostachyS I`akinoi HAYATAを

原料として作 つた紙 も竹紙と称し,或は雁皮紙,唐紙と言

う。

ヨン類の再葉共に護葺 きにする。尾根葺き材料 として ,

他にススキ類 lli scan thns spp,オ ギMiscanthas

saccharifioriュ s BENTIHAM et J D.HOO一

KER等の茅葺 き,ム ギ類 Hordeum sPP,イ ア類 Ory一

za sP,等t9葉葺 き等の草葺に対し,ヤ マハギ類 Canm一

abis satira LINNAEUS裁 培地では表皮,剣皮

後の苧殻等 も用いている。

稗の細いヒメヨンはスノコ(賓 子 )を 作 リアサクサノ リ

Porphyra Fe20enSis UEDA,そ の他苔類の乾操

用にするかまほこ類を巻 き,或は範を作 つて魚干物を乾操

用rtす る。

得の細 きものをスダレ (簾 )大 きクドノノヨシ、或は混
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あるので,そ の用途は極めて広い ものである。本―~ 茶店 ,

或は茶畑,露芸用【用い,数奇者は天丼に使用した

'す
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或は料理店の歳屋ノjヽ屋,中 国てはジャンクの言/iす る。又

祷を押し演 し,扁平として,組編したものをルI(還薦 )

と称し,天丼,壁,屋根等に用いている。静岡市登畠の弥

郡家西北部
(芥川沿t/h)
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生遣跡の住巳址からも似たものが出上している。その他製

紙原料に使耳〕されている。中国ては筍を蔵筍と称し,多少

苦味あるも甘味あり,生食或はタタノコ同様の調理法によ

つて,食用にする。アィスは地下茎と苦芽を常食とする。

ヨンの根を職根と称し,その煎剤はTll厭 ,鎮吐i駆風 ,

黄疸或は魚肉類の中毒に用いる。 1回量は 8～ 30'て ら

る。

り上の如くヨン類の用途は非常に広く,特に高槻市のも

のは ,由緒があつて貴重である。年 全々国各地:例えば琵

琶湖周辺,関 東地方で次第に自生地が減少する状況である。

川原をゴルア場或は公園遊園地となることをやめて往時の

景観,こ の自然の壮大な自然観況の姿を保存する為めに,

その一角を天然記念物として保存したい。境界には金網を

し,みだ少に進入することを止めた係。

又此処に棲むカヤネズミlri cromyS minlltile

ja Ponicas THttISは 本州,四 国1九州に分布す

るも,国内にはこのほかホンシュクカヤネノミhi IIlh n d一

〇nis KURODAツ ンマカヤネズミM.ILdOki i【m一

〇DA以外,隠岐にも,種を産するが亜種名は不明である。

台湾朝鮮にも別亜種を産するが,そ の生態に就1/Nて ,詳細

な点が充分でない。本種は体長と尾長は等しく,或は体長

より長い。その先端でヨン類の審を巻いて上下する。晩春

から初夏に互り, ヨン類の得上に葉をよせ合わせて小鳥状

の巣を作り,仔を 5～ 10頭位い産む。巣は円く径 8～ 9

効士てある。巣の高さは雨期VC浸水せぬ高さに造る。その

高さによつて,往時巨標池附近ては決水の状況が擦知出来

たという。巣のある地上には縦横の穴を穿つて,別な巣を

つくり外敵から逃れ,又i夜間,冬季の巣となる。故に原

焼きを行なつても全滅す ることはない。本種に似るものに,

体長よう宅の短かいハンカネゾミヽhis sppがあるが,カヤ
～

ミゞ

礎 家ヽlT進 入しな悠 偏 生磁 水遇燒霧紗珈生 棲する。

また堤防外の淀川に通する水路には天然記念物に近年指

定された珍しい4タセンパラ(ビクタナゴ)theil∝那ぬus

loag iPirl nユ S GEG州いが生棲する。
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粘
土

層
三
木

・
下
原

コ
ク
ヤ

マ
キ

。
モ

ミ
・

ト
ガ
サ

ク
ラ
・

ツ
ガ
・

サ
ク

ラ
・

ア
ス
ナ

ロ
。
′ヽ

リ
ケ

ヤ
キ

香
里

園
東

方
層 累

方 膝
枚 満

ピ
ー

ト
痛

チ
ヨ

ク
セ

ン
マ

ツ
・

シ
ラ

ビ
ツ
・

ハ
ン

ノ
キ

。
モ

ラ
ビ

ツ
・

ハ
ン

バ
ミ
・

ン
ル

ユ
ケ

モ
モ
・

ミ
ノ

カ
ン

フ

高 　 槻 　 市

原

大
阪
層
群

オ
ト
メ

ガ
サ

・
カ

モ
メ

ガ
イ

。
コ

ノ
ツ

ガ
ィ

・
ア

ガ
キ

・
ィ

フ
ガ

キ
・

ス
ミ
ノ

エ
ガ

キ
・

ナ
ミ

フ
ガ

ン
フ
・

ハ
ィ

ガ
ィ

ケ
シ
・

カ
エ

モ
リ
・

ク
ズ

ラ
ガ

ィ
・

サ
フ
グ

ル
ミ
・

カ
エ

デ
・

ニ
レ

バ
ケ

ヤ
キ
・

コ
ク

セ
キ

ハ
マ

ナ
ツ

ア
・

ア
カ

ン
サ

ン
シ
ョ
ウ
バ

ラ
・

ア
カ

ン
フ

カ
ノ

キ
・

ア
カ

マ
ツ

所
粘

土
層

6
引

田
オ

ニ
バ

ス
・

ハ
ス
・

ン
モ

ン
ミ
マ

ツ
グ

ナ
・

コ
ナ

ン
キ

ン
ハ

ゼ
・

ク
マ

ヤ
ナ

ギ
・

ン
キ

シ
マ

ハ
マ

ナ
ツ

メ

天
 

神
 

山
大
阪
層
群

上
部

粘
上

藩
9

碩
原
・

三
木

ヒ
ト
ツ
パ

タ
ゴ
・

エ
ノ

ィ
タ

ャ
・

ェ
ゴ

ノ
キ

大
蔵

司
大
阪
層
群

上
部

ピ
ー

ト
層

モ
ミ
・

ク
ラ

ジ
ロ
モ

ミ
・

ハ
リ
モ

ミ
・

ク
ロ
マ

ツ
●
ス

ギ
・

ミ
ズ

メ
・

ハ
ン

ノ
キ
・

ア
サ

ダ
・

キ
″

ダ
・

ア
ジ
・

ミ
ツ
バ

ク
ツ

ギ
・

エ
ゴ
ノ

キ
・

ミ
ズ

キ

茨 　 　 木 　 　 市

馬
場

大
阪

層
群

下
部

亜
炭

層
11

三
本

オ
オ
ノ`

ラ
モ

ミ
・

ト
ガ
サ

ク
ラ
・

バ
タ

ク・
ル

ミ
・

シ
キ

ン
マ

サ
フ
グ

ル
ミ
・

ホ
オ

ノ
キ

。
キ

ハ
タ・
・

フ
ジ

・
ミ
ツ
パ

タ
ツ

ギ
・

エ
ゴ

ノ
キ

・
ミ
ズ

キ

道
祖

本
r 
Al
声

ら
(ナ

ヽ
大
阪
層
群

上
部

〔
八
町
池

互
屈

〕

粘
土

層
海

棲
只
・
13

市
原

ハ
イ

ガ
イ

・
サ

ル
ボ

ク
・

ン
ズ

ク
ガ

ィ
・

ク
ラ

カ
ガ

ミ
・

マ
ガ

キ
・

ト
リ
ガ

ィ
・

ア
サ

リ
・

イ
セ

ン
ラ

ガ
ィ

・
ナ

ミ
マ

ガ
ン

フ
・

ィ
ノ
ン

ジ
ミ
・

ヒ
メ

ン
フ

ト
リ
・

ア
フ

ジ
チ

ガ
イ

下
穂

積
粘

土
層

海
攘

具
‖

梶
山

ゴ
ィ

サ
ギ

ガ
ィ

・
ィ

セ
ン

ラ
ガ

イ
・

ツ
キ

ガ
ィ

モ
ド
キ
・

ク
ミ
ケ

タ
・

マ
テ

ガ
ィ

・
ト
リ

ガ
ィ
・

チ
ヨ

ノ
ハ

ナ
ガ

イ
・

サ
ル

ポ
ク
・

ハ
ナ

ガ
ィ

・
シ

ズ
ク

ガ
ィ

総
持

寺
大
阪

層
群

粘
土

層
3

引
田

オ
オ
バ

ラ
モ
・

ツ
ガ
・

オ
ニ

グ
ル

ミ
・

タ
ィ

フ
ン

ブ
ナ

・
シ

キ
ン

マ
ナ

ラ
・

ニ
レ

バ
ケ

ヤ
キ
・

カ
ミ

ェ
ビ

.ャ
マ
フ
ジ
・

ハ
ス

ノ
ハ

カ
ズ

ラ
・

カ
ラ

ス
ザ

ン
シ

ヨ
ク

・
セ

ン
ダ

ン
・

ミ
ズ

キ
・

フ
ィ

ン
ハ

ゼ
・

ン
ナ

と
ィ

ラ
ギ

モ
チ

・
ゴ

シ
ズ

ィ
・

ク
ロ

タ
キ

カ
ズ

ラ
・

メ
グ

ス
リ
ノ

キ

清
渓

大
阪
層
群

下
部

土
質

層
4

引
田

ト
ガ

サ
ク

ラ
・

メ
タ
セ

コ
ィ

ア
・

オ
ォ

パ
タ

グ
ル

ミ
・

ン
キ

ン
マ

ハ
マ

ナ
ツ

メ

吹 　 田 　 市

山
田
八
丁
池

沖
積

層
砂
粘
土
層

引
田

そ
ミ
・

ツ
ブ

ラ
ジ

ィ
・

ィ
チ

イ
ガ

ン
・

ク
ス

ノ
キ
・

ア
カ

メ
ガ

ン
フ

・
ン

ナ
ヒ

ィ
ラ

ギ
。
そ

チ
・

モ
チ

ノ
キ
・

エ
ビ

ツ
ル

・
シ

ユ
ン

マ
ハ

マ
ナ

ツ
メ
・

ヒ
サ

カ
キ
・

ク
ロ
バ

ィ
 ・

ハ
マ

ヒ
サ

カ
キ

出
口

。
片

山
麟

部
阪 下

大
粘

土
層

引
田

オ
オ

バ
ラ
モ

ミ
・

ア
カ

マ
ン
・

ラ
ン

ダ
イ

ス
ギ
・

タ
チ

ヤ
ナ

ギ
,・

ハ
ン

ノ
キ

・
シ

キ
ン

マ
ブ
ナ
・

ク
ス

ギ
・

コ
ナ

ラ
・

ア
キ

ニ
レ
・

ハ
ス

・
マ

ツ
モ
・

ア
カ

シ
サ

ン
シ

ヨ
ク
バ

ラ
。
ノ

イ
バ

ラ
・

ヨ
ン
・

ア
ジ
・

ク
ロ
ィ

ゲ
・

シ
キ

ン
マ

フ
ジ

●
コ

ナ
ン

キ
ン
ハ

ゼ
・

シ
リ
ブ

ト
ビ

ン
・

ィ
ボ

ビ
ン

鉄
道

官
舎

入
ロ

大
阪
層
群

下
部

新
田
砂

層
粘

土
層

市
原

ィ
ン

ガ
ィ
・

ス
マ

ガ
イ

●
カ

ラ
ス

ガ
イ

・
イ

ポ
カ

フ
ェ

ナ
・

タ
ニ

ン

ω 田 市

瀬

'‖
北

古
江

妙
薬

寺
裏

大
阪
層
群

下
部

粘
土

層
1

引
田

メ
タ

セ
コ

ィ
ア



下
 

渋
 

谷
大
阪

局
群

上
部

粘
土

層
モ

ミ
・

ア
カ

マ
ン
・

ン
キ

ン
マ

ツ
ガ

・
サ

フ
ラ
・

ハ
ン

ノ
キ

・
ノ

ナ
・

マ
ツ

モ
・

ン
モ

ン
ミ
マ

ツ
グ

ナ
・

ト
ベ

ラ

牧
落
・

小
野

原
謡 部

阪 下
大

粘
土

層
6

引
田

モ
ミ

ツ
ガ

・
エ

レ
パ

ク
ヤ

キ
・

セ
ン

ダ
ン
・

シ
キ

ン
マ

ハ
マ

ナ
ツ

メ
・

シ
リ
ブ

ト
ビ

ン

大

箕
瀬

大
阪
層
群

下
部

粘
土

層
三
本

・
森

本
カ

ク
ミ
ノ

エ
ビ

ン
・

イ
ス

ビ
ン
・

イ
ボ

ビ
ン
・

ハ
ス

・
マ

ン
モ

市

′ l
彎

原
・
松
尾

洋
瓦

土
採
場

大
阪

層
群

粘
土

層
三

木
ト
ガ

サ
ク

ラ
・

ツ
ガ

。
ニ

レ
バ

ク
ヤ

キ
・

ハ
ス
・

ア
カ
シ

オ
ニ
バ

ス
・

シ
リ
ダ

ト
ビ

ン

牧
落

大
阪

層
群

粘
土

層
引

田
ス

ギ
・

コ
ク

ヤ
マ

キ
・

コ
ナ

ン
キ

ン
ハ

ゼ
。
シ

キ
シ

マ
ハ

マ
ナ

ツ
メ
・

カ
ク

ミ
ノ

エ
ビ

シ

待
兼

山
台
地

北
端

大
阪

層
番

上
部

三
ツ
池

互
建

泥
層

海
棲

只
・

5

魚
類

。
1

市
原

ン
ズ

ク
ガ

イ
・

チ
ヨ

ノ
ハ

ナ
ガ

イ
・

カ
ガ

ミ
ガ

イ
・

サ
メ

(歯
)

府

豊 　 中 　 雨

蜃
 

ケ
 

池
層 群

木 瞬 鰤

次 大
青

色
粘

上
層

海
棲

尉
5

哺
乳

最
I

上
治

ン
ズ

ク
ガ

イ
 

チ
ヨ
ノ
タヽ

ナ
ガ
イ

・
サ

ル
ガ

イ
・

デ
ル

ガ
ィ

。
オ

キ
シ

ジ
ミ
・

ノ
ク

(象
牙

)

熊
1旭
盗見
艦宅

太
阪

層
群

上
部

粘
土

煽
三

木

モ
ミ
・

サ
ク

ラ
・

ヒ
メ

バ
ラ

モ
ミ
・

ハ
ン

ノ
キ

・
エ

レ
バ

ケ
ヤ

キ
・

ナ
ラ

ガ
ン

フ
・

コ
ナ

ラ
・

タ
チ

ン
バ

・
ホ

オ
ノ

キ
。
ア

ク
ボ

ノ
ィ

ス
ノ

キ
・

ハ
リ
ナ

ガ
ノ

ギ
・

ス
モ

モ
・

ア
カ

シ
サ

ン
シ

ヨ
バ

ラ
・

ト
チ

ノ
キ

・
ク

サ
ギ

・
ミ
ツ

パ
タ

ツ
ギ

・
カ

ジ
カ

エ
デ

・
ミ
ズ

キ
・

ク
サ

ギ
・

ハ
リ
ケ

ヤ
キ

田
1洗
静
胃 建
学

大
阪

層
群

下
部

層 層
土

砂 粘
15

三
本

モ
ミ
 

ト
ガ

サ
ク

フ
・

ユ
サ

ン
・

コ
ク

ヨ
ク

ザ
ン
・

メ
タ

セ
コ

イ
ア
・

オ
オ

バ
ラ

モ
ミ
・

サ
フ

ラ
・

ア
ス

ナ
ロ
・

イ
ド

リ
ギ
・

フ
ジ
・

ハ
マ

ナ
ツ

メ
・

シ
ナ

ヒ
イ

ラ
ギ

モ
チ

三
1地

嗣
鳴

大
阪

層
群

上
部

粘
土

層
9

三
木

ィ
ラ
モ

ミ
・

ハ
ン

ノ
キ
・

シ
ラ

カ
ン

パ

豊 中
11
野
小

学
校

東
下

粘
t層

三
本

ヒ
メ
バ

ラ
モ

ミ
・

ハ
ン

パ
ミ
・

ニ
レ

バ
ケ

ヤ
キ

・
ハ

リ
ゲ

ヤ
キ
・

ス
モ

モ
・

バ
フ
・

サ
ン

ザ
ン

・
カ

ジ
カ

エ
デ
・

カ
ラ

ユ
ギ

カ
エ

デ
・

コ
ナ

ラ
・

ハ
リ
ナ

ガ
メ

ギ

寺
内

ノ
池

大
阪

層
群

三
ツ
池

互
雁

泥
層

海
棲

貝
・

6

魚
類

。
1

上
治

ト
リ
ガ

イ
・
チ

ヨ
/ハ

ナ
オ

キ
ン

ジ
ミ
・

シ
ズ

ク
ガ
ィ
・

ク
ラ
カ

ガ
ミ
・

サ
メ

(歯
)

真 　 庫 　 県

西 富 市
甲
陽

園
土
採
場

鮮
新

世

上
部

粘
土

層
三

木

メ
タ

セ
コ

ィ
ア
 

タ
イ

フ
ン

ブ
ナ
・

シ
キ

ン
マ

ナ
ラ
・

コ
ナ

ラ
・

ヤ
ド
リ
ギ

・
コ

プ
シ

・
ホ

オ
ノ

キ

デ
コ

ブ
ン
・

ツ
ゲ
・

ヤ
プ

ラ
チ

ヤ
ン
・

ン
キ

シ
マ

マ
ン

サ
ク

・
ミ
ヤ

マ
サ

ク
ラ

。
オ

ヒ
ヨ
モ

モ
・

ヤ

マ
フ

ジ
・

セ
ン

ダ
ン

・
ア

グ
ラ

ギ
リ・

コ
ナ

ラ
・

ヤ
ド
リ
ギ

・
コ

プ
シ

浄 屋 雨

・ 層
屋 断

声 川
山 屋

字 芦
粘

上
層

二
木

メ
タ
セ

コ
ィ

ア
・

タ
イ

ワ
ン

ブ
ナ
・

シ
キ

ン
マ

ナ
ラ
・

マ
ツ

モ
・

ホ
オ

ノ
キ
・

シ
デ

'グ
シ

・
シ

キ

ン
マ

マ
ン
サ

ク
 

オ
ヒ

ヨ
モ

モ
・

ア
プ

ラ
ギ

リ
・

コ
ナ

ン
キ

ン
″ヽ

ゼ

明 石 市

大
久
保
村

中
八

木
・
八
木
・
西
林

藤
江

一
泌

核
島

海
岸
断
層

明
石
層
群

明
石
類
層

播
磨
際

層
聯

砂
粘

土
層

粘
土

層

淡
水
只

海
棲

員

二
木
・
棋

山

黒
田

バ
タ
グ

ル
ミ
・

カ
ン

ボ
ク

フ
ク
・

ヒ
メ
グ

ナ
・

ニ
レ
パ

ケ
ヤ

キ
・

'オ
ニ

バ
ス

・
ハ

リ
ナ

ガ
メ
ギ

・

モ
ク

コ
ア

ン
ズ

・
オ

ヒ
ヨ
モ

モ
・

ア
カ

ン
サ

ン
シ

ヨ
バ

ラ
。
フ
ナ

ン
キ

ン
ハ

ゼ
・

シ
ナ

ヒ
イ

ラ
ギ

そ

チ
・

コ
ク

セ
キ

ハ
マ

ナ
ツ

メ
・

ア
カ
ン
グ
ミ 
・

ア
カ

ン
ツ

カ
ノ

キ
・

サ
ル

ス
ベ

リ
・

ア
ス

十
口
・

バ
ラ

モ
モ

・
ン

ロ
モ

ジ
・

グ
ナ
・

オ
ニ
バ

ス
・

ハ
ク

タ
ン

ポ
ク
・

ミ
ズ

ナ
ラ
・

セ
ン

ダ
ン
・

ク
ル

ミ
・

カ

フ
ホ

ネ
・

ヒ
メ

ど
ン
・

ン
ロ

モ
ジ

。
オ

オ
タ

ニ
ン
・

ド
ブ

ガ
イ
・

ナ
ガ

カ
キ
・

コ
ベ

ル
ト
フ

才
ガ

イ

ヤ
グ

ラ
水

タ
テ

・
コ

ナ
ン

キ
ン
ハ

ゼ
・

ア
ス

ナ
ロ
・

バ
ラ

モ
ミ
・

ブ
ナ

― や ⇔ ―

道
鵜

町
淀

川
河

川
敷

の
ヨ

ン

第
1衣

 
高

槻
市

道
鵜

町
淀

川
河

川
致

の
ヨ

ン
類

の
種

類
比

較
表

態
生

名
種



1印
|

毎
岸

助
層

1刃

斑
軒

鸞

|
|~
ネ

ツ
ホ

不
・

ヒ
/ヒ

ン
・

ン
ロ

モ
ン

・
石

イ
グ

ニ
/

ヤ
グ

ラ
ホ

タ
テ

・
コ

ナ
ン
キ

ン
ハ

ゼ
・

ア
ス

ナ
ロ

ブ
ナ

・
バ

ラ
モ

ミ

道
鵜

町
淀

川
河

川
敷

の
ヨ

シ

錦
1表

 
高

欄
市

道
鵜

町
淀

川
河

川
敷

の
■

シ
類

の
種

類
比

較
表

!比

椰
岳

分
布

生
態

備
 

考

戸
~~
~~
~―

√
― ―
―

~T
鳥

~乞

1異
 
名

(自
生
地

,そ
の
他

)

I
Ph
ia
gr

ni
 t
es
 K
れ

rk
■

 T
RI
NI
(チ

S
ク

ド
ノ

ノ
ヨ

シ
と
ィ

タ
カ

ヨ
ン

セ
イ

,ノ
ヨ

ン

本
州

中
南

部
,喝

国
,九

,州
,琉

球
,

股
瀬
m 
sa
,K
Or
ea
,C
hi
nと

, 
II
d 
ia
,

Lヽl
ey
si
a,
ヽ

Ii
cr
on
cs
iュ

,ん
is
 t
ra
li
 a

水
湿
地

群
■

,河
川

下
流

を
好

む
。

得
rr
小

枝
分
牛

ず
。

髄
は

中
空

で
あ

る
。

2
と '
hr
a寓

1】
1,
te
$ 
lo
ng
va
lv
is
 S
TE
UD
EI
」

ア
 

シ

タ
ニ

ハ
グ

サ

北
海

道
,本

州
,四

国
,九

州
〕
琉

球
Sa
kh
al
in
,「

Om
DS
a,

(北
半
球

温
帯

)

水
湿
地
群

生
,河

川
下
流

を
好
む
。

稗
に
枝

を
生

し
な
い
。
髄

は
中
空

で
あ

る
。

地
下
茎
に
葡
技

を
生

す
。

Ph
ra
gr
ni
te
s 
ia
po
ni
Ca
 

ド
TE
UD

ヂ
ン

バ
リ

本
州
,四

国
,九

コ 州
1琉

球
FO
HI
ns
a,
 K
or
ea
, 
Ch
iI
」

a,
ヽ

Ia
nc
hi
ri
a

河
畔
,山

野
,砂

礫
地
叢

生
,河

川
上
流

地
を
好

t,
。

髄
は

中
空

で
あ
る
。
得

は
枝

な
し
。
地

上
茎

に
旬

枝
を
生
ず
。

4
A「

un
(1
●

 r
)O
 n
 a
 x
 I
JI
 N
NA
tt
tl
S

コ
ン

オ
ケ

タ
ン

チ
ク

本
州

西
南

部
,四

国
,九

州
,琉

球
Fo
mゅ

β a
, 
Ch
in
a,
 

Lヽd
it
er
 a
ne
an
s

ea
沿

岸

河
畔

の
砂
礫

地
,河

川
下
流

を
好
む
。

稗
に
枝

を
生

し
,髄

は
充
実

す
る
。

根
茎

は
太

く
短

い
。

2～
3年

生
存

。

熱
帯

地
方

に
は
数

種
白
生

す
る
。

Iヽi
 s
(:
`i
aし

hu
s 
sa
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5,埋蔵文化財
1 安満遺跡

所 在 地  高槻雨高垣町 244

調 査面積  470解
2

調 査期間  昭和 49年 5月 24日～ 6月 5日

調 査経過

当調査区は安満遺跡の区割では東 lA～ B VCあ たり,昭

和 47年度かよび昭和 48年 5～ 6月 にかけて調査を実施

した地区 (報告書刊行済み )に隣接している。ここに個人

住宅の建設が予定されたため発掘調査を実施した。排土置

場等つ関係で実際の調査面積は東西 32×南北 20,の狭

′よヽなものとなつた。

遺   構

ほほ南北方向の幅 0.6ヵ i深さ 0。 15,の藩が検出された

他 直径 0.5,,深 さ 0,3確 程度の柱穴数個と直径 0,3珈 ,

深さ 0.2“ 程度の柱穴 10数個が検出されたが,調査範囲

か供小なために明確に建物などを確認することはできなか

つた。

遺   物                   y
瓦器,須恵器,土 師器などが若干検出された。

所   見

■世村落の一部を調査したが,遺構の性格を知るycは ぃ

たらたかつた。しかし,当調査区を含め北側VCは中世村落

の遺構が拡がつていることおi確認された。

2 安満選郎

所 在 地  高機市安騰東之町 404

調 査 rt鞍   450″

調 査期閏  昭和 49年 8月 5日 ～ 3月 9日

調 査経 過

当調査区は北 6地区 (安満遺跡の地区割 )で国鉄東海道

本様と西国街道にはさまれている。昭和 48年 2'3月 VC

かけて調査した地区の東側 】00れ にうたる。この場所に駐

車場が建設されることになつたため計画地の中央部に幅

1,5"の トレンチを十文字に設定して調査を行なつた。

遺   構

トレンチの壁面で土層を観察すると,耕土 (0.】 5,),

床上 (C.,7陶 ),灰色粘土 (0.25切 ),黄灰色砂質上の

堆積頃で黄灰色砂質上がこの付近での地山である。いづれ

の層にないても遺構らしきものは確認されなかつた。

遺   物

灰色砂質土から弥生式上器,上師器の破片が若子検出さ

れた。

所   見

若子の遺物が検出されただけで安満遺跡の北眼を示すよ

ぅである。

3 安満遺跡

所 在 地  高槻耳高垣町 262-】

調 査期間  昭和 50年 3月 5日 ～ 3月 lo日

調 査経過

当該地は 10-J・ N地区にあたり,昭和47年から昭

和 48年にかけて調査した中世集落跡と昭和48年 12月

に国庫補助事業として調査した地区の中間である。近年の

安満遺跡東方の調査によつて,こ の地区に掘立柱建物を中

心とする遺構が密に拡がつているものとかもわれるため調

査を実施した。調査対象の水田が三角形を呈して弥たため,

南北約 50宛の トレンチを設定した。

遺   構

トレンチの北側で上層を観察すると耕土 (0.1,),黄

褐色土 (0.lη ),灰褐色土 (0.42),暗 褐色土 (0。 4

2),黄褐色砂質上の堆積順であるが, トレンテ中央から

南側では灰褐色土層下に黄福色砂質土あるいは灰色砂礫が

0.5～ 0,6"堆積している。昭和 48年末に調査した地区

の南端でも黄褐色砂礫の堆積した溝が,それ以前の付近の

調査でも砂礫層が確認ミれてかり,西北から南東にかけて

砂礫目の堆積Lン た幅広い濤が流れていたものとかもわれる。

この砂礫層の上面から径 0.6″ 程度,深 さ0,8～ 0.5,の

ピットが 3個断面で観察されたが,掘立柱建物の柱穴か他

の選構かは確認できなかつた。

遺   物

灰褐色土,暗褐色土層内から土師器,須恵器が出上した。

所   見

安満遺跡東方の集落跡の拡かりを確認することができた

が,遺構の性格を知ることができなかつた。今回調査した

地区では砂礫層の上から掘さくした遺構が確認され,構尾

川の濫乱原上VC集落を営んでいることが知られる。

今年度調査を実施した天川遺跡など,中世集落を知る資

料が増加しているのとあわせて今後ともこの付近の調査が

重要である。

4 塚脇 Z一 !号墳

所 在 地  高槻市黄金の里 1丁 目52

調 査 面積  750″
調 査期間  昭和 49年 3月 20日 ｀ 3月 30日

調 査経 過

塚脇古墳群は昭和 38年・ 45年の 2度の発堀調査や分

布調査等によつてよく知られている古墳群である。ところ
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Fか ら昭

F12月

近年の

老物を中

らため調

^た
ため,

が,当 古墳は昭和 49年 3月 に高野宅の敷地内で偶然に発

見
`れ

たもので, をの存在は現在まで知 られていなかつた。

そこで高槻市教育委員会は高野氏の許可を得て,昭和 49

年 3月 20日 より発堀 調査を実施 した。

古墳の位置は帯仕山南斜面標高 90カ の ところにあり,

塚脇 1号墳の北方にあたる。

遺   構

調査当初より墳丘は遺存せず,主体部である横穴式石室

も天丼石等はな く,そ の一部は露出していた。石室の石材

は花嵩岩を使用してか り,奥壁かよび東西両壁の基底石 と

東側壁の一部に,二段目まで石積が遺存していた力ヽ 両側

壁南辺は石積がな く抜 き跡が検出された。な本閉塞の有無

は不明。平面形は無袖の形式で,内法は長さ 54斃,幅 1.3

ηになる。床面は花筒岩の割石で敷 きつめられていて,奥

壁から 2.8切以南では若干の山石を使用している。敷石の

下には幅 25効,深 さ 8効程度の排水溝が奥壁直前から南

へ石室本よび羨道の中央を縦貫してある。

掘方は西側上部が削平されている力ヽ 下辺で幅 3.5η を

測 り,石室幅に比 して大きくなつている。また,その断面

は短形をなしている。

墳形かよび墳丘規模は トレンチ調査の結果,幅 13η の

濠をめ ぐらした一辺 10.3″ の方墳てあることがわかつた。

遺   物

鉄製品は全て石室内から出上していて,鉄製刀子 1点 ,

鉄製留め金具 2点i鉄釘 30余点,不 明鉄片 4点等がある。

土器は須恵器 と土師器があり,須恵器は若千の箋片が石

室内埋土や排上の中から出上 している。土師器は排水溝中

にまとなつて出上したものと,排土中から別個体のもの ,

点が出上して必る。

所   見

鉄製品が敷石上面と敦石下から出生したものとの 2つ に

大 きく分かれること,本 よび排水溝中から土師器が出上 し

たことから,追葬が行なわれていたことがわかる。なか土

器は細片のため時期の判別は困難である。しかし,石室の

規模 ・形態から6世紀末～ 7世紀前半頃と推定される。

5 狐塚古墳群

所 在 地  高槻市郡家新町

調 査 面 積  1250″
調 査 期 間  昭和 49年 7月 20日 ～ 8月 24日

調 査 経 過

高視下立総合福祉センター建設予定地 に古墳時代中期の

共同墓地が,新 しく見つかつたのは昭和 48年 7月 末であ

つた。遺跡は第 2次範囲確認調査によつて西に約 60″ ま

で拡がつていると推定され充。

今回,同建設予定地内をべ幅祉センター建設に先立つて

邦湿調査を実施した。

遺   構

調査範囲北側てピット5個と方形上拡墓 !基 とS字状の

長さ4切,幅 0.6砲 ,深 さ 022の溝を検出した。

遺   物

床土下より埴輪片が若千出土した。

所   見

方墳の西一常に分布する■l広墓群の南限と西限を確認し

た。その結果,遺構の分布範囲は東西 100″ ,南北loo切

になよび,現在の盛上下にも,なか土拡墓群が埋没して必

ることが判明した。

6 塚原O一 I号墳

所 在 地  高槻市塚原 1丁 目9,20

調 査面積  105″

調 査期間  昭和 49年 10月 28日 ～ 11月 il日

調 査経過

塚原古墳群は阿武山の南麓に 100基余の古墳が群集す

る大阪ても代表的な占墳時代後期の群集墳である。これら

の多くの古墳は主取り,宅地造成等によつて過半数のもの

が消滅した。今回調査したO― ,号 墳は大谷池のすぐ東側

にある南向き斜面に位置する。全日空 (株 )寮の建設計画

地内にあるところから当社と保存について話し合係を重ね

た結果,古墳範囲については公園として保存されることと

なつた。そこで,墳丘周辺部にかいて範囲確認かよび外辺

部の発掘調査を実施した。

遺   構

古墳の外形実測を浄となつた結果,墳丘の直径 18切 ,

高さ 2.5ηの円墳であることが判明した。このき墳は横穴

式石室の石組が抜き取られてかり約 1/・tの 落ち込みとなつ

て,石室の一部が露出している。墳丘北側と西側の一部で

周濤と考えられる幅 0.6独 ,深さ 0.2切 の濤を検出し,南

では石室から南に延びた幅 1,″ ,深 さ 0.5切 の断面 V字状

の排水濤を長さ約 5独 にわたつて検出した。

遺   物

墳丘南東部の盛土中より弥生式上器の高杯脚部を ,点検

出したほか,排水濤上面から須恵器片 28点を検出した。

その中には装飾器台に付けられた人形などめずらしい遺物

も出上している。

所   見

古墳の周辺部を帯状に調査したのみて,内部については

不明である。塚原古墳群の中でも大をri墳 丘と装飾器台を

″ ),黄

上(0。 4

中央から

圭砂礫が

した地区

つ付近の

lCか けて

もわれる。

0.5,の

住穴か他

出土した。

がで きた

調査した

れ,構尾

Iを 知る資

:の 調査が

1調査や分

,。 ところ
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持つことなど考えれば有力な首長の家族墓であるう。また、

1点でrkあ るが弥生式上器の出生したことは付近に遺跡の

存在を予測させる。

7.番山古墳

所 在 地  高槻市上土室 5丁目418-!

調 査面積  137″
調 査期間  昭和 50年 2月 10日

調 査経過

番山占譲の東に位置する。当該地に個人の住宅建設が計

画恣れたため,調査を実施した。

調査地が番山古墳外災に隣接するところから外発外の遺

構の存在VCつ いて トレンチ調査を行う。

遺   構

層序は盛土 (0,8η ),耕土 (0.22),黄裾色繊質土

(地山 )である。遺構らしきものはない。

所   見

当該地と古墳外異との間には幅 0.6″ の水路Ⅲよび福

0.6ヵ の里道があり,今回の調査は番山古墳の外である。

θ 奥坂古墳群

所 在 地  高機下別厨本町 30-,他

調 査面積  44,280″ の一部

調 査期間  昭和 50年 2月 12日 ～ 2月 28日

調 査経過

当該地は紅茸山遺跡,紅茸山古墳群の西【位置する。以

前,頭立第八中学校建設時に周辺の分布調査を行なつた際,

東洋紡lCt(株 )の敷地内でも墳 3基 を発見してイる。

今回,市立便称磐手第二小学横建設か計画ξれたため,

予定地内で調査が可能な地点について試餌調査を実施した。

遺   構

丘陵の薦斜面一帯て積欠式石室c古墳の絵 腱,た。特

に検穴式石室は幅 0.5加 =長さ約2.5預 の小規模なものである。

遺   物

棲穴式石室内に副葬されていた 3セ ットの蓋杯を百室内

のほぼ中央に検出した。(約 7世紀前半 )

所   見

建設予定地全面にわたる調査が不可能なため,数 ケ所の

トレンチ調査を実施しT4が ,今 回の調査で確認出来ること

は丘陵の南斜面一常には古墳時代後期の古墳が数基存在し

ていると考えられる。一方,他の地域については一子き遺跡

な存在しないものと考え生、れるか,十 分な調査が出来ない

状況下力らみて樹木が伐採された時点で一定の試掘が必要

てあると考え生,れ る。

9 鳴上痢崎 跡

所 在 地  高槻巾郡家本町 3,5-1

調 査 面 積   100″

調 査 期 間  昭和 49年 3月 11日 ～ 20日

調 査 経 過

当該地は辻子・下ノロ線と都家茨木線の交差する地点の

西北角VCあたり向欠刀神社の南 150斃 のところてある。

ここに個人住宅の建設が予定されたため,史跡指定地より

北へはずれているが郡衛 に関連する遣構の拡かりが想定さ

れたため調査を実施 した。

遺   構

耕土 (0.2斃 ),暗褐色土 (0,2η )の堆積で遺構は比

較的浅いところから喰出される。

調査区の西半分からは細かい 河 原 石 を敷 きつ め て

いるのが検出された。調査区の東半分では 1間 × 2問 (柱

間 2.2″ )の建物 I棟 を確認することがでζたtaか : この

建物と同方向の幅 14η ,深さ 0.,初 の濤状の落ち込みを

検出した。 (建物の方向はN-7上 Wてある )時期は奈良

時代てあるが,こ の建物以外の小柱穴からは瓦器が検出さ

れていて奈良時代から中世VCかけての遺構が重複 している

ようである。

遺   物

暗褐色上層から上師器,須恵器が者千検出された。

所   見

調査範囲が決小なため,建物が 1闘 × 2問 なのか,それ

以上の規模てあるかを確認することはできなかつたが,Fb

衛関係の建物群が史跡指定地の北側にもかなりの範囲で拡

がつていることを確認した。また,石敦についても性格を

畑るにはいたらなかつたが,今後この付近の調査が重要 と

なるてみるう。

10 嶋上自衛 跡

所 在 地  高槻TF川西町 ,丁 目 ,2番 95,

調 査 面 積  475″

調 査 期間  昭和 49年 8月 10日 ～ 9月 11日

調 査 経 過

当該地は川西小学校の約 100,東 側の住宅地内VC残 さ

れた水囲で、宅地造成工事が予定されたためこれに先立 つ

て調査を行なつた。造成予定地か南北に長必ために幅 2″

て南北 52η の トレンチを設定して調査を行なった。

逮   構

トレンチが長あため北側と南側では土層の差異がある。

北側ては耕土 (0.2切 ),茶褐色土 (03η ),暗褐色土

(0.3陶 ),嗜灰色土 (06η ),茶 褐 色上 の地積唄で

ある。
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磁力tあ る。

嗜褐色土

地 積‖贋て

ある。中央より南側では●jN層 ,粘土層が複雑に重なり合つ

ていて遺構も検出されなかつた。

トレンチの中央より北側では■j広墓とかもわれる遺構が

4基検出された。完掘されたものは 2基だけてある。 ,基

は幅 0・ 8れ ,長さ2L深 さ 0.5ヵ で他の 1基は幅 0.6加 ,長 さ

,,2凛 ,深 さ 0.3"を 測る。方向はNW一 SEの ものが 3基、

他はこれにはほ直女するものである。また, トレンチ中央

部で深さ 0.1″ ,一辺約 4″ の方形竪穴状の遺構が検出され

たが,柱穴らしきものは検出されず住居跡かどうかは不明

である。

遺   物

嗜褐色土層および暗灰色土層から土師器,須意器,弥生

式土器が検出されたが調査区南側の砂層や粘上層からはま

つたく検出されなかつた。

見

現在の芥川に近ぃ場所を調査したためであろうか,遺物

や遺構が確認されない砂層や粘土層からなる部分もあるが

■J広墓群とかもわれる遺構を確認したっ

当該地かよび本年報に収録した付近の調査や以前町教委

の調査した地区とらわせて,川西小学校の東側の地域には

方形周溝墓群を中サいとした墓域があつたことを確認した。

11 嶋上郡衝跡

所 在 地  高機市川西町 1丁 目 955番地の 4

調 査 面 積  94″

調 査 期 間  昭和 49年 8月 10日 ～ 9月 ,3日

調 査 経 過

当該地は川西小学校より50寛 東側の住宅地内で,個人

住宅の建設が予定されたので,発鋼調査を実施 した。調査

地はすでに 1.5切 の盛上が行なわれていたため重機を使用

して 3切 × 4党 の調査拡を設けた。

遺   構

土層は耕土 (0.2独 )黄灰 色土 (03斃 )又絹色土(0,2

η )暗灰色土 (0.6″ )黄褐色土V~堆積4贋 てらり,t/4づ れ

の層からも遺構 らしきものは確認されなかつた。

遺   物

暗褐色土目内から須恵器 ,土師器の破片を若干検出した

だけである。

所   見

調査区域が狭小なために遺構を検出することなてきなか

つたが,郡衛関係の遺構か東方へ拡か っていることが想像

される。

,2 鳴上郡衝跡

所 在 地  高槻頂清福芍町 3,5-3

調 査 面積   〕65″

調 査 期 間  昭和 49年 9'130日 ～ 10月 17日

調 査 経 過

当該地は 49年 8弓 に調介した地区の東側 (市道辻子・

下の回線を隔てて )に あたた,。 個人住宅兼事務所の建設が

予定されたため発掘調査を実施した。

遺   構

耕土 (0.34)床土 (0.2,2)暗裾色上 (0.32)黄褐

色土層の堆積唄て黄褐色土層面で遺構が検出された。

検出された遺構は土拡墓 2基と建物が ,棟ある。

上芸墓は必ずれも調査区の壁ぎわて検出されたもので全

長はわからないが幅 0.6″,深さ 0,2珈 を測る。方向はNW
一 SEと これにほほ直交するものである。

建物はN-83。 一 Eの 方向で 】間× 2間が確認ざれたが ,

調査区の西側につづ くものとか もわれる。 (柱間は 3.3η ,

2.1″ である。 )

この建物の柱穴の堀 り方は一辺約 12を 測 り ,深 さ0,4

″程度のものである。

遺   物

暗褐色土層内よう土師器,須恵器,弥生式上器力:衰出さ

れた。

所   見

雨道辻子・下の回線を踊てて西側で調査したものと合わ

せて史跡指定地より北側に建物群が拡がつていることを示

tン てV・ る。

,3 嶋上部衛跡

所 在 地  高槻爾清福寺町 819-I

調 査 面積  2,じ ″

調 査 期 間  昭和 49年 10弓 14日 ～ ,0月 17日

調 査 経過

当該地は
'I西

小学校の東北約 250″の地域て嶋上郡衛

跡の東端にあたる。個人住宅の建設か予定されたため,確

認調査を実施した。畑地の中央にあたるため, 2″ × 3剪

の試掘広を設けて土層の観察・遺構の有無を調査したな

遺   構

試掘拡の壁面で上層を観察すると耕土 (0.3独 ),黄灰

色土 (0。 4脱 ),暗福 色土Cヽ 堆殺唄である。茶掲色土層上

函て直径 0,3η 程度の柱穴を確認することができ,衰 た地

山とな もわれる黄褐色上層面でやgI.2″と,深さ0.321の 溝

を確認するこをがでなた。

遺   物
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暗褐色土層かとび茶褐色土層よう弥生式土器 っ上部器 ,

須忘器を検出した。

所   見

調査した範囲が限られているため,遺構の性格や時期を

知ることはできなかつたが,嶋上郡衝関係の遺構の拡が少

を確認した。

14 都家川西遺跡

所 在 地  高槻市痢嫁新町 350-8

調 査 面積  330″
調 査期間  昭和 49年 10月 18日

調 査経過

当該地は史跡・鳴上郡衛跡附寺跡の南西に位置し,郡家

川西遺跡の西端と推定されているところである。今回,個

人住宅の建設が計画されたため,調査を実施した。

調査は幅 2物 ,長 さ 10″の トレンチを設け,遺構の状

況を知るため試擁調査を行つた。

遺   構

層序は盛土 (0.6η ),耕土 (0,2協 ),黄褐色土 (0.3

192),灰 色粘土 (0.l独 ),黄褐色砂質粘土 (地山 )で あ

る。遺物は検出されず ,ま た遺構らしきものは確認されな

かった。

所   見             
‐

当該地が遺跡の西端に位置するところから訂擦調査を実

施したが,遺構らしきものが確認されなかつたため,遺跡

の西端は若千東方にあるものと推定される。

15 嶋二却衛跡

所 在 地  高機雨清福寺町 3-25

調 査面積  65″              .

調 査期間  昭和 49年 ,2月 9日 ～ 12月 13日

調 査経過

当調査区は昭和 48年 11月 に調査した 23-N地区の

10″北側にあたり,個人住宅の建設に先立つて発掘調査

を実施した。

遺   繕

地表面下約 1.2,で茶編停十層 (礫まじり)の地山にな

り,上層は約 0.8れ の盛上でありその下 0.4協は黒褐色土

層で弥生～奈良時代の遺物を包含する笹地層である。遺構

は土拡墓 8基 とピント8価 を検出したが,束の 5独 はかよ

そ 0.2,低 くなつŕ遺構は検uIさ れず,地山も青灰色砂礫

層であつた。

遺   物

黒褐色土層であL笹地層よう弥生式上器片及び奈良時代

の上師金片を若千検出した。

所   見

芥川より約 150殉西にあつて,郡家川西遺跡の東眼と

考えられる。この地点より約 100И南にないては弥生時

代中期の共同墓地が確認されているので,こ の付近―常 も

弥生時代の墓域と推定される。

16 嶋上部衝跡

所 在 地  高槻下川西町 1丁 目955の 6

調 査面積  210″
調 査期間  昭和 49年 12月 12日 ～ 12月 23日

調 査経過

当該地は川西小学校の東側の住宅地内にあり,共同住宅

の建設が予定されたため調査を行なつた。

すでに, 1,6η の盛上が行なわれていたが重機を使用し

て堀さくした。排上置場や付近の住宅などから幅2″ ,長 さ

lo砲 の南北方向の トレンチを設けて調査を行なつた。

遺   構

トレンチの壁面で土層の観察をすると,耕土 (0.22)

床土 (0.2″ ),褐色土 (0.22),暗褐色土 (0,4″ )の堆

積順で地山は黄福色上である。

トレンチ中央部で深さ 0.82,幅 :,の溝状遺憾が東西

方向に確認された他は何も検出されなかった。

遺   物

掲色土,暗褐色土屠中から土師器,須恵器などが検出
`

れた。なた白磁碗の破片 1値

"i検
出された。

所   見

史跡指定地に近 く,ま た当調査区の北側では方形周濤墓

群なども検出されているため,密な状態で遺構が残海 して

いると想像されるが,狭小な調査範囲では遺構の性格や時

期などを知ることができず,遺構の拡がりを確認したのみ

てある。

17 鳴上剤衛跡

所 在 地  高槻戸清福寺町 891-2

調 査面積  600″ (東西 40"・ 南北 15"〉

調 査期間  昭和 19年 12月 13日 ～ 1月 23日

調 査経過

当調査地区は昭和 43年 1月 rC発掘調査した地減の東側

にあたり,府道の南側に位置している。

今回,水田が宅地イとされることVCな つたため,こ れに先

立つて発掘調査を実施した。

遺   構

発掘区の北側断面によると床上下VC黒色格上層 (整地層 )

遺
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たのみ

があり,そ れを切つて黄灰色砂層 (厚 さ0.2η )の流路跡

がある。笹地層の直下は地山であつて,そ の西半分は青灰

色礫層からなり,その部知ては遺構を検出できなかつた。

また,東半分遺青灰色粘土層であつて,方形住居跡 6基と

上拡墓 4基, 10数個の柱穴を検出した。また,歴史時代

の落ちとみ 2ケ所は黒色粘土層を掘つて弥る。

1号住居跡 :南北 6.7切 ・東西 6切・南西隅石敷穴

2号住居跡 :南北 5,72・ 東西 5,7η

3号住居跡 :東西 5.6″

4号住居跡 :東西 3.9η

5号住居跡 :不 明

6号住居跡 :不明

遺   物

整地層より弥生～鎌倉時代の上器片を多数検出したほか ,

5号住居跡の柱穴より完形壺 1個 を検出した。 2号住居跡

からは滑石製ボタン(石帯片?)が ,個出上した。歴史時

代の落ち込みからは土釜,須恵器,主師器片が出上したが,

それらは平安時代に民すると考えられる。

所   見

阿久刀神社を北限に弥生時代後期の集落が形成ξれ,郡

家川西遣跡の北部を中′心にした弥生時代の遺跡分布を確認

した意義は大きい。

18 鳴上剤騎跡

所 在 地  高槻頭清福寺町 805-1

調 査面積  150″
調 査期間  昭和 50年 1局 20日 ～ 2月 26日

調 査経過

当調査地区は昭和 48年 3月 に発掘調査した北側の続き

にあたり,歴史・古墳・弥生の各時代の諸遺構と芥川の泡

濫原と推測されるものを検出した。

今回も南側と同様,個人住宅の建設に先立
'て発掘調査

を実施した。

遺   構

床上下で茶褐色の地山に暗灰褐色土層の落ち込んだ歴史

時代のピット20数個を検出したが,建物になとまるもの

はなかつた。東端て芥川の流路らしき青灰色砂蝶層の落ち

込みを検出した。古墳時代の遺構は調査区の南西隅を西北

～東南方向rc走 る幅 2.1切 ・深さ 0,Sη の濤でその中lycは

須恵器・土師器の完形品を含む黒色の上が推積し,そ の西

岸てピント数個を検出した。古墳時代前期では,芥川の浸

蝕によつてその岸は高さ ,.5η の崖となり,そ の崖からさ

らVC 4。5物東てもう一段落ちる農 (河岸 )を 検出した。

遺   物

古墳時代の溝からは五世紀末の須恵器・土師器の完形品

を含む,上 器片多数を検出した。また,そ の上面で滑石製

の紡錘車 1個 を検出した。 1日芥川の川岸近 くの青灰色砂礫

堆積土層からは弥生後期～古墳前期の上器片多数が出土し

ている。

所   見

今回調査したところは,芥川 より約 50η西にらつて,

古墳時代前期にはこの辺一帯が芥川の氾濫原であつた。 し

かし,五世紀末 rcな ると,河岸は末 に約 152移動 してい

ることを確認した。

19 嶋上部衝跡

所 在 地  高槻市清福寺町

調 査 面 積  140″

調 査 期 間  昭和 50年 1月 23日 ～ 1月 30日

調 査経 過

昭和 46年,遺跡の中′と、部約 90,01じ ,デ か嶋上部衛跡附

寺跡として史跡に指定された。しかし,近年にないて同指

定地周辺部の宅地開発に伴 う,用 水路の改修 I事を行うと

とになつたので,同工事に先立ち,昭和 44年 う|;て 発掘

調査した北国銀行寮の東側の甫北方向の水路を長さ 70ヵ
lFcわ たり,発掘調査を実施した。

遺   構

調査区には水路を含tr幅 2剪 ,長さ 70"の トレンチを

設定した。層序は改修等によつて攪乱されていたが,現水

田面下 0.7■ で黄褐色粘土層 (地山 )Ft達 した。 トレンチ

中央にないては旧水路のため削られてお り,幅 1″の青灰

色砂礫層が推積していた。遺構は旧水路の外側に残つた地

山面にないて 7個の柱穴を,ま た南側では植物遺体を包蔵

する落ち込み 2ケ所を, さらに北側には トレンチと斜めに

交差する弥生時代後期の幅 1宛 ,深さ IIηの V字濤を検

出した。

遺   物

I日水路推積土と2ケ所の落ち込みより若子の須意器片 。

上師器 片を出土 した。

所   見

調査区が南北に長 く狭跡ために不明確てあるが,す ぐ西

側の奈良時代の建物群がこの水路の東まで拡がつているこ

とを確認できた。また, トレンチと交差するV字濤は,か

つてこの調査区に西接する北国銀行寮敷地内て検出したV

字濤と連結するものである。しかし=こ のV宇 濤がどのよ

うな性格のものかはなか明らかでない。かそらく,こ れよ

り東に延びていることは推定するに難 くない。
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20 鳴二RSh跡

所 在 地  高悦市川西町 】丁目 960

調 査面積  407″

調 査期間  昭和 30年 2月 20日 ～ 3月 8日

調 査経過

川西小学校の正門のすぐ東側にある当該地は,分譲住宅

の建設に先立ち,発掘調査を実施した。調査地は,すでに

0,7婢 の盛上が行なわれていたので,機械力(ユ ンボ )に

よって敷地を東西に 2等分し反転しなから調査を行なつた。

トレンチ中央では新しい池跡があつて,その部分について

は東側て掘らないことにした。

大小約 25価のピットと土拡墓 2基を検出した。中央部

に幅 18切 の新しい池が板柵VCよ つて 1・5η の深さに掘ら

れ,調査面積の大部分は攪乱されていた。

1   物

池跡より弥生式土器片,瓦器片を若千と新しい的器,磁

器か多数見られた。

'   見

史跡 鳴上部衝跡附寺跡 の指定地のすぐ東側になる当

該地では,奈良時代の遺構,遺物は検出されず指定地内に

求ヽ往跡は収まつていると考えられる。

ィ1 鳴上部衛跡

,げ1 在 地  高槻市∫|1西町 1丁目 959他

調 査 面 積  483″

調 査 期 間  昭和 50年 2弓 25日 ～ 3月 24日

調 査 垂 過

当調査地rv.II西小学校ry~東隣住宅地の一角V~あ つて,昭

和 47年 る月て方形周濤墓護を発掘調査した地区かεラ南西

50れの所にある。

調査地は,す でに盛土か 0.8れ 行なわれた宅地てあつて t

価メト、住宅の建設VC~先 立つて発据調査を実施 した。

遺   構

弥生時代中期の方形再濤墓 3基と上鉱墓 14基のほか柱

穴 10数個を検出した。           `

〔 i号 方形周溝墓 〕

西半分を検也。南北週 104て壷北部に陸橘部を待つ。

主体部は土転墓 1基本検出され北側濤内に上払墓 I基を有

する。

〔2号方形周濤墓 〕

東半分を倹七。再北辺 ,2″ で北側中央に陸橋部を持つ。

1体部な土採墓 1こ か検出され,南側濤内に土立華 I基 を

f}■ る。

〔3号方形周溝墓 〕

西半分を検出。南北辺 9"て主体部は検出てきなかつた。

〔飢 墓群 〕

1号方形周溝墓・3号方形周溝墓と2号方形周溝墓の間

で検出したが,方向・形状は一定して邸なかつた。

遺   物

方形周溝墓各溝より上器片を少数検出した。

所   見

弥生時代中期の墓地が史跡指定地の東側一帯に設営され ,

方形周滞墓群 も南北 100″範囲VCわたつて分布して係る

ことが確認された。

22 郡家今城還跡

所 在 地  高槻市郡家新町 194-5

調 査 面積  65″

調 査期間  昭和 60年 2月 25日 ～ 2月 28日

調 査経過

今回の調査は府立三島高校の東側約 200η の地点で個

人住宅の増槃工事が計画されたので,こ れに先立つて範囲

確認調査を実施した。敷地は 8.6× 5.5砲 の狭い場所であ

つて 2× 22の トレンチを設定した。層序な盛土 (住 6め '

耕土(0。 2卵)・ 床土(い 5つ てあつたoその下には灰褐色砂

質上の笹地層と考えられる薄い遺物包含層があり,その下

は黄褐色砂質土層(地山 )に なる。遺物は須恵器片・土師

器叶9点が出土した。遺構は調査区域が狭いため確認出来

なかつた。

23 郡家今城遺跡

所 在 地  高槻下今城町 149-'

調 査面積  195″

調 査期間  昭和 50年 3月 3日 ～ 3月 4日

調 査経過                ・

府立
=島

高校を中心に約 300物 四方の範囲が推定され

ん部家今城遺跡は,昭和 48年 10月 の発掘調査1/Cよ つて

西を女瀬川・北を西国街道までと遺跡の範囲が明らかにな

った。今回,二島高校より北東約 200拗 ・西国街道 より

南約 50″の当該地になt/1て ,遺跡範囲確認調査を実施し

た。敷地中央に東西 182・ 南北 3Йの細長い トレンチを

設定した。その結果,こ の地点では地表面下 1.I助 て地山

になることが判dRし た。その層序は盛土(o,76れ〉・耕甑 住2

寛)・ 床上(0,15の・黄褐色砂質粘上層 (地山 )で ある。 ト

レンチ内に本いては,遺物,遺構は認められなかつた。
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24  宮田遺跡

所 在 地  高槻雨宮田町 3丁 目 39他

調 査 面 積   1,000″

調 査 期 間  昭和 49年 6月 10日 ～ 7月 20日

調 査経 過

宮田遺跡は昭和 47年 に大規模な発掘調査が行われ,鎌

倉時代を中サいとする中世集落が女瀬川の南岸―帯に拡がつ

ていることが明らかにされた。以前から,弥生～中世に必

たる各時代の遺物は1春 日神社附近で採集されていたので

あるが,縄文時代の新しい資料 も加わつて大いに問題を発

展さすところとなつた。今回,春 日神社の東方 1002の

ところで,道路の南・北両側の水田が宅地造成されること

になり,こ れに先立つて発掘調査を実施した。

遺   構

(北区 )耕 上の下の床土は 0.7″ もあつた。中央束西

方向を東に流れる幅 102・ 深さ I.4孵の河道 (十日女瀬川 )

とその】とに幅 1.52・ 深さ 0.6η の月ヽ濤を検出した。

川の堆積土中からは,弥 生～古墳時代の遺物と多数の流

木が検出されたっ河道が理まつた後にできた,奈良時代の

包含層は厚さ 0.2 rtを 測 りi河道域の北側には,上拡墓 3

基を,同南岸には 40数個の柱穴を検出した。

(南区 ) トレンチ南西隅で 3× 3間の倉と 2× I間 の

掘立柱建物が重複する桂穴群を検出したほか,調査区の南

西隅で交差する幅 0.8斃 ・深ξ O,2物 の湊を検出した。北

区と約 35珈 の間には遺構は検出で きなかつた。この南側

の¬段低い道路敷では,約 】″の暗灰色濡土層が堆猿して

いたので池跡と推定される。

遺   物

北区の北東隅て先生器時代の翼状割片が 1点 出上したc

旧究顆川の青灰色粘上～礫層か らは,弥 生式土器・土師器 `

流本が多数出上した。南岸の上部包含層か らは奈良時代の

須恵器・土師器片が多数出上した。南区の池跡 からに「鎌倉

時代の瓦器 土師器・穂器片を少数亀土した。

所   見

先士器時代から中世にしたるまで女瀬川の南岸一帯に遺

跡の存在を証明した意義は大きい。今回調査した範囲では、

遺構として奈良時代の建物群以外の時期は検出されなお,つ

たが,東方の鎌倉時代の集落が形成される以前に,一段高

い場所を選び奈良時代の実落が形成されたことは,中世集

落論を考えるうえで重要てみる。

25 天川遺跡

所 在 地  高槻市須賀町

調 査 面 積  40″

調 査 期 間  昭和 49112弓 25日 ～ 12月 26日

調 査 経 過

当遺跡は昭和初期■
'旬

|‖ 新聞に掲載された多数の瓦器碗

の出土した遺跡と推定よ11〔 いたが,最近までなつた く詳

細は判らな力つた。

本市交通安全課によ ,́(1ヒ大冠水路の西岸に自転車道が

設置されることにな り, Jll岸 の水日を掘さくしたところ下

記の遺物か検出されたナヤ,欲拠調査を実施した。

掘さく
`れ

た部分を幅 0_5切 ,長さ 80協 にわたつて断

面観察を中′いとして調査 t行なつた。

上層は耕土 (025″ )黄灰色土 (0,4切 )灰白色粘土

(0,18″ )褐色土層 (0.6η )青灰色粘土層の堆積順で

ある。いつれの層ても遺構らしきものは倹出されなかつた。

遺   物

褐色土層内から瓦器,上師器,青磁破片が検出された。

瓦器はいづれ も編年的には比較的新しい時代のものである。

所   見

以前 より平安末から鎌倉1/Cか けてす,実落を知るうえて重

要てあると指摘されていたが,遺跡 として調査さオlた のは

今回がはじめててある。遺物からみて従来手慶されてきた

中世集落と関連するものであ り今後の調査に期待される。

天 )|1遺 跡 の 層 序

0                                1凛

奪悪く

'1、

挙く



高槻市立仮称埋蔵文化財調査センター

名  称  高槻市立仮称埋蔵文化財調査センター

場  所  高槻市南平台 49-6, 49-9

総 工 費  191,268,000円

設  計  株式会社丹青社建築設計事務所

施  工  太田鴻池共同企業体

工事概要  鉄筋コンクリー ト造  2階建

致地面積  3,3,9″

建物面積  829η′,延面積 l,547″

着  工  昭和 50年 2月 12日

凌と予定  昭和 50年 9日 30日

概  要

高槻市は理蔵文化財の宝庫といわれるはど遺跡や!多 く存

在し,こ れらの遺跡から出上する遺物量は膨大なこつてら

る。この遺物の整理 ,収蔵を現在,仮設の笹理室・収蔵庫

にないて行なつているが,す でに飽和状態となう資料化す

るうえに大へん医雄な現状にある。これを打開するため昭

和 49年度の国に補助事業として仮称垣蔵文化財調査セン

葛擬常立仮称鰻蔵文化財調査センター平面圏

ターを建設することになつたものである。

事業の経過

昭和 47年 6月

昭和 49年 3月

昭和 49年 5月

昭和 49年 7月

昭和 49年 8月

昭和 50年 1目

昭和 50年 2月

文化財保護審議会より高槻碩立仮称郷

土資料館建設計画案答申

地方埋蔵文化財調査センター建設事業

(国庫補助事業 )の第 1号 に高槻市内

定

仮称埋蔵文化財調査センター建設予算

議決

仮称埋蔵文化財調査センター建設準備

推進員委嘱

株式会社丹青社建築設計事務所に設計

を委託

株式会社太田鴻池共同企業体に建築の

工事請負

同着工 (昭和 50年 9月 30日 竣工予

定 )

各部屋別面積

IF(1)特 号1収 蔵 室

(2)収  蔵  室

(3)発 掘 機 具 庫

(4)機  械  室

(5)管  理  室

(6)ホ    ー ・ ル

(7)そ  の  他

合    計

2F(1)保 存 処 理 室

(2)暗     室

(3)準  備  室

(4)写   場

(5)図 面整理製図室

(6)研  究  室

(7)収  蔵  室

(8)整  理  室

(9)書庫記録収納室

αO会  議  室

α〕 事  務  室

u2 ロ   ビ  ー

19そ  の  他

合    計

216″

352″

16%ど

48″

36″

52知F

48″

768″

54″

,8″

18″

J4ηF

86″

72″

〕14カげ

132″

38″

24″

48″

36″

, 1 2″′

756″
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称郷

事業

下内

予算

準備

設計

築の

!工 予

斑 高槻 市文化 財 一覧

】1種 名件 所 在 地 管 理 者 ,旨震:4~月 日

C目指定 〕

国 宝

重 要 文 化 財

十日法による重要美術品

〔府指定〕

史

有 形 文 化 財

〔下指定 〕

有 形 文 化 財

跡

金銅石川年足墓誌

付木種残 (銅釘付 )―括

木造 聖観音立像 二躯

″ 阿弥陀如来坐像

〃 聖観音立像

〃 毘沙門天立像

〃 千手観音坐像

4日 本着色 探花図 石鋭筆

石造 灯籠

今城塚古墳

嶋上郡衝跡附寺跡

石川年足墓

高槻城跡

高山右近高槻天主教会堂跡

西国街道芥川一里塚

採 津 峡

普門寺庭園

普門寺方丈

教宗寺の石槽

八坂神社の石槽

笹井家住宅

本山寺文書 2巻

天川水帳 (高 山帳 ) 2冊

葉間家文書     3巻

成合春日神社雨乞祭具一式

田 中伊 久

神 峯 山寺

本 曲 寺

安 岡 寺

橋 本末吉

上宮天満宮

高 槻 雨

国

高 椀 市

芥川東部落会

高 槻 市

普 門 寺

教 宗 寺

八 坂 神社

高 槻 市

本 山 寺

森 田亮 吉

業 間 正造

春 日神社

真 上 町

原

浦 堂 本 町

域 】ヒ 町

天 神 町

郡 家 新 町

清福寺町他

真  L 町

城 内 町 他

野 見 町

芥 川 町

原・塚 脇

富 田 町

芥 'H 町

原

解体保管中

原

東 天 'II

柱 本 町

成 合 町

S.27.3.29

S.25,8.29

S.49, 6. 8

S38,7. 1

S.17.5,30

S,33.2.18

S.46.5.27

S.25. 5

S.25. 5

S.16.5

S.13. 5

S,46. 3

S.49. 3

:

9

14

1  1

31

2 9

S.47. 9.12

S,49。  3.  0
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a.清 福 寺 太 子 堂

b。 正 徳 寺本堂 現状 略 平 面 図
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嶋上郡衡跡の遺構平面図 (埋 -17)
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